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「互助」の時代へ！

さいたま市ホームページhttp://www.city.saitama.jpさいたま市ホームページhttp://www.city.saitama.jp

このモデル事業は、さいたま市地域公共交通協議会において、
様々な討論が行われ、実現に至っています。実施主体に燃料代
や保険料、事務費などをさいたま市が補助し、利用者の負担を
無くすことで、あくまでも社会福祉法人の地域貢献という形で
実施しています。今後、この事業の効果や課題を検証した上で
新たな事業を検討構築していくこととなります。

■実施期間：令和元年10月 9日～令和 2年 3月 11日
■運行頻度：週1回（第 5水曜日を除く、毎週水曜日）
■役割分担：事業主体…裏慈恩寺貝塚自治会
　　　車両・運転手提供…介護老人保健施設エスポワール岩槻
　　　広報等…岩槻区北部圏地域包括支援センター松鶴園
　　　事業調整…さいたま市高齢福祉課

　さいたま市の令和元年10月時点での待機児童数は、806人
にも及びます。前年度の863人より 57人減少しましたが、依
然として保育所不足が深刻な問題となっています。この解消の
一助を担う可能性がある送迎保育ステーションについて、質問
しました。

【９月定例会　決算特別委員会質問より】
お買い物バス運行ボランティア、モデル
　事業としていち早くスタート！！
お買い物バス運行ボランティア、モデル
　事業としていち早くスタート！！

2020.2.22　人形博物館　OPEN！

待機児童数0を目指し、
　送迎保育ステーションの設置を！！
待機児童数0を目指し、
　送迎保育ステーションの設置を！！

1. 目的・高齢者等の日常生活に必要な買い物や通院など　
　　　　の外出を支援。
2. 内容・社会福祉法人や地域住民（自治会、任意団体等）　
　　　　が主体となる移動支援事業に、市が必要経費　　
　　　　の一部を補助。
　　　・補助金額は、1事業当たり上限 30万円
　　　　　（令和元年度予算・６事業予定）
3. 補助事業要件
　　　　・運賃を収受しない「互助」による輸送
　　　　・事業実施団体が車両及び運転手を手配
　　　　・原則として、実施地域に「コミュニティバス等
　　　　　導入ガイドライン」の検討対象地域に属さない
　　　　　エリアが含まれている。
4. 利用者等
　　　　・利用者は、主に要介護認定を受けていない 65　
　　　　　歳以上の市民で、歩行などの身体能力に低下が
　　　　　みられる方などを中心に、事業実施主体が決め
　　　　　る。
　　　　・運行頻度は、概ね週 1～2回程度を想定

　人形文化を発信し、魅力を伝える博物館をめざして 2020
年 2月 22日、「人形のまち」岩槻の地に、さいたま市岩槻人
形博物館がオープンします。
　岩槻人形博物館では、人形や人形文化に関する資料の収集・
保存、調査研究を行い、展示・教育普及活動などを通して、
多くの方々に人形への親しみを持っていただけるような企画
に取り組んで行きます。

〒339-0057 さいたま市岩槻区本町 6丁目１-１　
TEL 048-749-0222　https://ningyo-muse.jp/

●開館時間　午前 9時から午後 5時（入館 30分前まで）
●休館日　月曜日、12月 28日から 1月 4日、臨時休
●観覧料　常設展は次の通り

一般
高校生・大学生・65歳以上

小学生・中学生

種別

300 円
150円
100円

個人

200 円
100円
50円

団体（20人以上）

1,030 円
510円
300円

年間（個人）

●駐車場　無料（30台）

事業内容

Q：送迎保育ステーションの開設相談があったと聞いている
　　が、その内容は？
A：駅前の利便性の良い場所に保育スペースを設け、そこに
　　子どもを預け、そこから空きのある保育所へバスで運ぶ。
　　帰りは園バスでまたステーションに送る。というような
　　形で事業を展開する内容である。相談は、自主事業とい
　　う形で園バスを活用した送迎の取り組みを行っていると
　　いう施設経営者より、国庫補助事業の適用を受け、他の
　　園も回るなどして事業を拡大できないか。というもの。

Q：さいたま市として、この事業をどのように考えているか。
A：送迎保育ステーションにおいて国庫補助事業の適用を受
　　ける場合には、事業の主体は市であり、委託も可能であ
　　るが、そのような事業スキームを展開していくことにつ
　　いては、企画の内容として検討を続けている。しかし、　
　　本市は送迎保育に適した大きくあいている保育園が少な
　　いこと、本市の待機児童として多いゼロから2歳児の送
　　迎時の安全性の確保、保護者と保育園とのコミュニケー
　　ション不足、子どもの心的・身体的負担が大きい。など
　　の課題が多く事業実施に至っていない。本市の状況に適
　　した方策について引き続き検討して行く。

送迎保育ステーション

にぎわい交流館いわつきにぎわい交流館いわつき
同時オー

プン
カフェやショップ・休憩スペースがあり、

伝統工芸の製作体験も出来るまちブラの拠点施設

～高齢者等の移動支援モデル事業～
令和元年10月9日より、岩槻区裏慈恩寺貝塚自治会におい
て、岩槻区内のスーパーマーケットへの送迎を開始しました！


